
年度

（対象期間： 年4月1日～ 年1月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

作成日： 2023年2月10日

　

株式会社デリカナカムラ

2022

2022 2023

事業所の写真、従業員の集合写真、製品（商品）等の写真を入れるとよい。
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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめ、食品リサイクル率の向上に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．安心で安全な商品を効率よくタイムリーにお客様にお届けします。

６ ．環境に配慮した商品の開発・製造に努めます。

７ ．改善活動を推進すると共に人材育成に努めます。

8. 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

制定日： 2022年3月10日

　

代表取締役社長

　　株式会社デリカナカムラは1967年創業以来、食品製造業として歩んで参りました。
　　現在は大手CVS専用工場として弁当・おにぎり・寿司の米飯商品を365日供給しております。
　　安心、安全で美味しい商品を時代の変化やお客様のニーズに対応しながら提供し続ける事で
　　信頼される企業を目指しております。
　　企業としての社会的責任と環境配慮が問われていく中、社会の公器としてしっかり対応していく
　　事を義務として取り組んで参ります。
　　エコアクション２１への取組の継続と検証を実施し「環境経営レポート」を一年間の
　　集大成として以下、取り組みをまとめましたので活動内容をご高覧の上、ご指導頂きました後、
　　引き続き環境活動に活かして参る所存です。

環境経営方針

株式会社デリカナカムラは食品製造を担う企業として「安心・安全・お客様への感謝」を企
業理念とし、お客様に喜んでいただける商品作りを目指すと共に製品およびサービスに係わ
る環境影響を常に意識し地球温暖化や食糧資源、地下資源を大切に使い自社と社会の持続的
な成長を実現する為、全社一丸となって環境経営に取り組んでまいります。
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□組織の概要

（１） 名称及び代表者名
株式会社デリカナカムラ
代表取締役社⾧　中村　和文

（２） 所在地

本社・工場 住所 　埼玉県加須市鴻茎3206番2  藤の台工業団地

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 木田　正一 TEL：0480-73-7711

担当者 設備保全部長 　　小林　和義 TEL：0480-73-7711

（４） 事業内容

コンビニエンスストア向け弁当・おにぎり・寿司の製造

（５） 事業の規模

従業員　　　　　

延べ床面積　　　

（６） 取組期間 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

事業年度 月 1 日 ～ 9 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社デリカナカムラ

対象事業所： 本社・工場

対象外： なし

活動： コンビニエンスストア向け弁当・おにぎり・寿司の製造

□事業や製品（商品）の紹介

10

㎡ 3,450 3,450 3,450

名 320 283 294

2022年4月～
2023年1月

売上高 百万円 2,700 2,050 2,397

専務取締役　

本社工場
～2021年9月30

日
2021年4月～
2022年1月

空きスペースは有効に活用する

（商品紹介、従業員の紹介、取組の紹介など）

当社は、コンビニエンスストア向けにお弁当・おにぎり・お寿司を提供する、

「中食」事業を展開しています。

⾧年にわたる事業活動の中で、省エネルギーや廃棄量削減などに継続して取

り組んでまいりましたが、当社の取り組みを改めて形にし、環境コミュニ
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

代表者

内部監査員

 環境管理責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

内部監査チーム ・環境に関する内部監査の計画

・環境に関する内部監査の実施・報告
全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・試行・訓練を実施、記録の作成

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

工場⾧ ・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

生産会議 ・環境経営計画の審議

・環境活動実績の確認・評価
部門⾧ ・自部門における環境経営方針の周知

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備え付けと地域事務局への送付）

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境活動の実績集計

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、生産会議の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境経営レポートの承認

環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境経営方針の策定・見直し

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

役割・責任・権限

代表者 ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備

・環境管理体制を構築し、責任者を任命すると共に全従業員への周知

専務取締役

工場長

設備保全部長　
品質管理部長

生産会議

代表取締役社長

取締役総務部長
生産部長

全従業員

管理部 生産部

品質

管理課

設備

保全部

包装課資材課 炊飯課 加熱課
商品開

発課

総務

人事課

経理情

報課
設備保

全課

品質管理部
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□主な環境負荷の実績

単位

kg-CO2

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 電力会社の調整後の係数　

※産業廃棄物排出量には食品廃棄物排出量を含む

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇

✕

〇

〇

✕

〇

〇

〇

〇

✕

〇

〇

〇

✕

✕

〇 24.234
化学物質の適正管理

（食品安全を担保するため、適正な管理をする）

環境に配慮した製品・
サービスへの取組

（消費期限延長によるフードロスの削減に努めていきます）
（容器包装のプラスチック削減に努めていきます）

原単位 ㎥/百万円 26.926 25.580 24.679 24.772

15,102 17,575 － －
基準年度比 － 95% 111% 92% 90%

－ －
水道水の削減 ㎥ 66,670 63,337 63,643 61,336 60,003

15,897

－ 48% 87% － －
基準発生原単位 kg/百万円 － 177 93.3

再生利用率の向上 食リ法目標

120,876食品廃棄物の発生抑制・
再生利用率の向上

kg 172,680 155,412 143,880 138,144

7,399 9,500 － －

基準年度比 － 98% 126% 98% 97%

1,428,267

一般廃棄物の削減

kg 36,260 35,535 29,950 35,535 35,172

7,550

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 1,472,440 1,457,716 1,284,821 1,442,992

17,224 14,650 － －

基準年度比 － 98% 83% 97% 96%

176
自動車燃料による二酸化
炭素削減

kg-CO2 69,812 68,416 56,260 67,717 67,019

17,575

原単位 kg-CO2/百万円 181 179 174 177

96,284 117,400 － －
基準年度比 － 99% 121% 98% 97%

401
都市ガスによる二酸化炭
素削減

kg-CO2 448,239 443,756 416,178 439,274 434,792

97,256

原単位 kg-CO2/百万円 414 410 364 405

140,136 147,960 － －
基準年度比 － 99% 105% 98% 97%

401

LPGによる二酸化炭素削
減

kg-CO2 605,064 599,013 521,655 592,963 586,912

141,552

原単位 kg-CO2/百万円 414 410 364 405

基準年度比 － 99% 98% 98% 97%

1,003,717 993,475

241,190 238,778 237,263 － －

（基準値) （目標） （実績） （目標） （目標）

電力による二酸化炭素削
減

kg-CO2 1,024,201 1,013,959 868,643

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

2021年 2022年

評
価

2023年 2024年
上段： 通期

下段： 1月末まで

0.457

食品再資源化実施率 ％ 93% 85% 87%
水使用量 ㎥ 76,025 74,374 63,643

　再生利用以外の量 0 0 0
　廃棄物処理量 13,690 36,260 29,950

　熱回収量 0 0 0
　減量量 0 0 0

　発生抑制量 0 0 10,619
　再生利用量 176,950 206,234 192,810

食品廃棄物

　発生量

kg

190,640 242,494 222,760

　産業廃棄物排出量 kg 367,952 386,184 35,238

廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量 kg 70,880 99,670 82,720

項　目 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素総排出量 2,112,545 2,124,905 1,862,736
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□環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の環境経営計画

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

LPGによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

都市ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

エコジャケット装着による

熱効率改善

2021年

2022年 21,455 19,663 19,663 22,797 0 018,250 19,192 16,910 18,344 18,943 17,333

15,949 17,522 17,522 23,183 20,100 21,67215,803 15,217 14,006 14,201 15,028 15,562

10月 11月 12月 1月 2月 3月

△
0

不可変動に合わせて稼働
台数を制御

4月 5月 6月 7月 8月 9月

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕ 蒸気配管へのエコジャケットの装着ができている所、できていない所
があったので、まずは全の装着を目指し、高効率のもの・着ける箇
所などといった情報の共有をおこない、来年度はより数値を下げて
いけるように努めるようにしていきます。

・蒸気配管へのエコジャケットの装着 ○
・ボイラーの台数制御・更新 ○
・蒸気、温水配管の点検・修理

57,627 58,410 58,410 55,482 0 051,837 48,603 47,520 53,532 52,080 45,363

49,674 59,841 59,841 62,229 57,279 56,265

12月 1月 2月 3月

50,844 48,387 42,321 42,300 44,064 44,757

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

○
・

フライヤー機 2台の生産開始前ランニング時間の

見直しによる使用量の削減

給湯器の新規更新による省エネ機への更新今期2台更新

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕ 機械ランニング時間の見直しを行う事で日々の使用量が売上比小
量であるが削減出来た。しかし全体としては目標値まで下げるに至
らなかった。
細かな削減を積み重ね省エネに努めて行きます。

・使用機器のランニング時間の見直し ○
・給湯器の省エネ機への選定、更新 △
・使用生産機器の点検に依る効率低下防止

190,536 162,185 177,725 177,067165,989 172,099 192,701 249,749 240,902 214,320

185,781 166,564 183,727 183,727 170,444 171,852

12月 1月 2月 3月

161,950 174,828 190,990 222,112 233,733 200,660

空調温度の適正化 デマンド管理システム

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

△
・電力のピークカット(デマンドコントロール) ○

・タイムリーな製造工程の構築 △

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 〇 今回は初年度ということで、環境への意識の向上とEA21の取組み
の意義を理解することを目標としました。来年度はより数値を下げて
いけるように、部署間で情報を共有しあい、会社全体で削減に努め
るようにしていきます

・朝礼等による意識向上 ○
・空調温度の設定と掲示 ○
・不使用機械の電源ＯＦＦ

取り組み計画 達成状況 取組結果とその評価

0

100,000

200,000

300,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10
月

11
月

12
月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2021年 2022年

0
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

廃プラの削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

色分けに依る生ごみ
と一般ゴミの分別

・指示量通りの生産による過剰生産防止 △
0 0
0 0

食品廃棄物の発生抑制・再生利用率の向上 達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕ 工場にて無駄な廃棄がでないように、発注・製造工程の見直しをし
てもらい、朝礼等においても意識向上に努めていき、基準年度比よ
り数値を下げることができたので、継続し削減に努めるようにしてい
きます。

・適正在庫管理による廃棄ロス削減 ○
・見込製造数抑制によるロスの削減 △

15,230 14,450 14,490 14,550 0 013,640 14,290 14,440 13,590 15,350 13,850

14,560 14,150 14,700 14,700 14,030 15,10013,140 14,020 13,710 14,150 14,990 14,840

10月 11月 12月 1月 2月 3月

業者から送られてきた段ボール箱と緩衝材を通い箱化し返却
する事でゴミにせず再利用する。
特に緩衝材はプラゴミと成る為、ゴミにしない取組みを実施

4月 5月 6月 7月 8月 9月

数値目標 ✕ 多岐にわたり情報を集め、削減ができるように取組んでいきます。
（例として、容器包材のプラスチックの軽減・代替ができないかの検
討など）

・朝礼等による意識向上 〇
・作業ミスによる廃棄量の削減 △

2,070 0 0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

3,200

3,000 3,200 3,300 3,430 3,000 3,400 3,000 2,750 2,800

2,950 2,970 3,580 3,350 3,350 3,350

11月 12月 1月 2月 3月

2,470 2,420 2,660 2,280 3,430

0

  給茶機での紙コップの削減
　　　　　　　　　　　　（使用中止）

紙リサイクルの推進

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

数値目標 ✕ 朝礼や掲示物による分別廃棄・紙コップの使用を控える等の呼掛け
等により、意識の向上を図りました。継続及びより数値を下げること
ができるようにしっかり情報交換をおこない、削減に努めていきま
す。

・分別廃棄の強化 ○
・帳票見直しによる印刷物の削減 △
・紙コップの使用の削減（マイカップの使
用）

○
0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

0
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2,000
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一般廃棄物（kg）2021年 2022年
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水道水の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

化学物質の適正管理

取組紹介欄

環境に配慮した製品・サービスへの取組

取組紹介欄

工場内蛍光灯をLEDに交換 冷蔵庫の扉に開時

又、廊下は人感反応型にし ブザーが鳴る様にし

電気使用量の削減 閉め忘れ防止

巡回によりトラップ故
障の早期発見、蒸気
の不要排出を防止

給排気モーター制御に

インバーターを取付け効率

UP電気使用量削減

・ロングセラー商品の開発 × 社会全体での関心の向上もあり、重要な取組みと位置付け、弊社で
もまだ取組み始めたばかりなので、会社全体で情報を共有し、今後
も取組むように努めます。

・日持ちする商品の開発 △
・環境に配慮した包材の改善 ○
・顧客からのご指摘削減 ○

0

取扱品一覧表を
薬品保管庫に
掲示

希釈機を使用し
濃度管理を実施
水の使用量削減

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・薬剤保管庫の施錠管理 ○ 情報を収集し、代替物質の検討・切り替えに努めるようにしていきま

す。適正な使用量を厳守し、地球環境にも安全・安心な商品を提供
する様に努めていきます。

・ＳＤＳの整理とファイリング ○
・取扱い品を把握し一覧で管理 ○

6,199 5,499 5,544 5,504 0 05,490 5,409 6,676 9,161 8,111 6,050

5,890 5,568 5,657 5,536 5,427 5,6165,596 5,418 4,883 5,364 5,846 5,869

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

・流量計確認による使用量把握と漏水早期
修理

○
・過酢酸殺菌による使用量削減 ○

シンクにシャワーヘッド
設置

シャワーヘッドを使
用したサニテーショ
ン

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

数値目標 ✕ 現場での掲示物がまだまだ少なく、出しっ放しや水量の調整ができ
ていない部署がまだまだ多いので、継続して取組んでいき、意識向
上を目指します。

・朝礼等による意識向上 ○
・洗浄時の流しっぱなしをしない（シャ
ワーヘッド設置）

△

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 2021年 2022年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機、送風機

危険物の保管

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

食品リサイクル法の事業者ごとの基準実施率は達成しています。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生 緊急事態の想定： 食用油の流出事故発生
■実施日： ■実施日：

■参加者： 社員、パートナー従業員48名参加 ■参加者： 設備保全部　４名

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練 ■実施内容： □通報訓練　☑漏洩油回収訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし ■評価：手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

今期苦情等有りません

2022年5月18日 2022年5月23日

下水道法 除害施設
消防法（危険物）

フロン排出抑制法 業務用空調機・冷凍庫・冷蔵庫

容器包装リサイクル法 容器包装

騒音規制法

振動規制法 空気圧縮機、送風機

水質汚濁法 煮湯設備、洗浄設備

適用される法規制 適用される事項（施設・物質・事業活動等）

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物（動植物性残さ、廃プラ、汚泥、廃油等）

食品リサイクル法 食品廃棄物

訓練の写真を張
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

　ＥＡ２１関連の掲示板にて毎月のコピー用紙に分別による
　取組や実績を掲示して従業員で 紙ゴミのリサイクル
　共有 工場内の蛍光灯をLED灯に 冷蔵庫扉の開時警報が

変更し電力削減を実施 鳴る様にし閉め忘れを
防止する

　

□編集後記
今回、全社でエコアクション21 に取り組み始めましたが、当社は１工場で環境に対する知識や情報に乏しく、

環境活動組織など、はるかに遠い存在でした。

本当に取組を進められるのか、と不安な気持ちもありました。しかし、今迄にコスト管理の一環として省エネや廃

棄ロスの削減に取組んできた物をブラッシュアップし、しっかり記録に残して行けば良いと考え、全従業員にわか

りやすい方針を掲げた事もあり、比較的すんなりと環境活動に入ることができたように思います。

まだまだ、全員が積極的に活動出来ているとは言えない部分もありますが、事務局としても各部署のリーダーを中

心に

パートさんを巻き込んだ活動が実行できる様しっかりサポートし、全従業員が成果を感じられる取組でエコアク

2023年2月10日
　当社は、2022年3月にエコアクション21推進委員会を立ち上げ取り組み活動をスタートしました。
社内で内部環境監査の実施をおこない、まずは現状把握と課題認識を終えた段階で各部署間でのばらつきが見られましたが、
結果、良かった点も全部署で共有することで全体のレベルアップに繋がる取り組みができてきました。
今後はより具体的な目標数値を設定し、その取り組みを実際に推進する段階となります。
エコアクション21の取り組みを周知することで社員・パートさん1人1人の環境意識が高まるなど、今後に向けての土台は構築でき
たものと考えています。
引き続き、環境経営へ取り組み、社会の一員としての責任を果たしてまいります。
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